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Yahoo! BBは
新しい通信市場ルールを作れるか

ソフトバンク株式会社社長

孫 正義
［ 特別インタビュー］
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8年目になる今年の「インターネット白書2003」では、おもにブロードバンド市場について調

査した。その結果、Yahoo! BBがめざましい躍進を遂げたことがわかった。ソフトバンクも

しくは孫正義社長を「日本のブロードバンドの立役者」と称賛する声がある半面で、「なり

ふり構わない手段でユーザーを獲得している」と批判する向きもある。いずれにしてもブロー

ドバンド時代のキーパーソンであることは間違いなかろう。孫社長の考えを聞いてみた。

：ここまでのブロードバンド事業につい

てご自身ではどのように評価されていま

すか。事業開始のきっかけをまずはお聞

かせください。

孫社長：ちょうど3年前に僕は政府のIT

戦略会議のメンバーでした。当時の日本

はまだブロードバンドユーザーが1000世

帯ぐらいしかありませんでした。調べてみ

ると、アメリカははるか先を行っています

し、韓国も普及に向けてスタートしていま

した。日本は先進国の中でもっとも料金が

高くて、もっともインターネットのスピードが

遅かったのです。これでは日本の将来は

非常にまずいのではないかと、大変な危

機感を持っていました。

そして、それをどうやって打破していけ

ばいいのかを考えました。当時のインター

ネット環境を振り返ってみますと、ナローバ

ンドの時代に、NTTが1社でインフラを独

占的に持っていました。ISPはそのインフラ

のうえに単にリセラー的な存在で乗ってい

るだけに過ぎませんでした。このままの状

態が続くかぎり、料金は安くなりませんし、

スピードも速くなりません。普及や啓蒙はも

う絶望的だったのです。やはり、この状態

をブレイクスルーするにはインフラが鍵とな

り、そのインフラは競争政策によってのみ広

がるということを強く考えていました。

：具体的にはどのような戦略を持って

Yahoo! BBの事業をスタートさせたのでし

ょうか。

孫社長：NTTが独占的に持っているコロ

ケーションやダークファイバーは開放され

るべきですし、他者がADSLサービスを

行えるようにすることも含めて、机を叩き

ながら関係大臣らに訴えました。そのとき

僕は「NTTが栄えて国が滅びるのがいい

のか、それともNTTも競争を受け入れて

日本にブロードバンドの夜明けが来るのが

いいのか、どちらですか」と問うてきました。

すると、NTTさん以外はみんな「競争政

策」に賛成してくれたのです。そこででき

たのが、2001年1月6日に施行された「高

度情報通信ネットワーク社会形成基本法」

（IT基本法）でした。この法律に基づいて、

さまざまな競争政策や規制緩和が行われ

て、そうした状況になって初めて僕は、わ

れわれも参入しがいがあるのではないか

と考えるようになったのです。そして

ADSLサービス、つまりYahoo! BBを始め

ようと、このとき腹をくくりました。

われわれはイー・アクセス、アッカ・ネット

ワークス、東京めたりっく通信などがすでに

名乗りを挙げた後に参入しました。当時は、

1.5Mbpsのスピードで、接続料金のみで

6,000円とか1万円とか徴収していて、その

ほかにもISP料金が2,000円とか3,000円と

かかかって、合計で8,500円から1万円強も

のお金を支払わなければADSLサービス

を利用できなかったのです。参入するにあ

たって、同じような料金やスピードではまっ

たく意味がありませんので、圧倒的な低価

格とスピードにしようと決めました。

：戦略の決め手は料金とスピードとい

うことになりますか。

孫社長：1.5Mbpsに対して8Mbpsと他社

に比べてスピードは5倍強、料金は3分の

1～4分の1にしたために、最初のイメージ

としてはそこだけに注目を浴びていたと

思います。しかし、実は世界初でわれわ

れが開始したIP電話もIP放送も、あるい

はオンラインゲームも最初から併せて戦略

を練っていたのです。実際にYahoo! BB

を始めたのは2001年の9月からですが、

そうした構想はネットワークの開発が始ま

った1月には考えていました。

単に安くて速いサービスを提供しようと

いうわけではなくて、そこで利用されるキ

ラーアプリケーションやコンテンツとは何で

あろうかという部分も考えていたわけです。

そして、こうしたアプリケーションやコンテ

ンツに適したバックボーンネットワークを

ATMで構築するのでは、ぜんぜん革新的

ではありません。だから、われわれはあえ

て難しいフルIPでのネットワーク設計に世

界で初めて挑戦したのです。

：保守的な人だと「通信というのはユ

ニバーサルサービスなのだから脆弱な基

盤のうえで構築するものではない」という

意見もありますが、社会インフラとしての

通信サービスとして捉えた場合に、そうし

た意見に対してどのように考えますか。

孫社長：最終的には日本のインフラとして

ユニバーサルサービスであるべきだと考

えています。それを実現するための具体

的なアイデアもありますが、まだ公表する

時期ではないでしょう。基本的に僕は情

報社会における基本的人権として「情報

アクセス権」を加えるべきだと思っていま

す。情報社会が到来した中で、山岳地帯

に住んでいるから、離島に住んでいるか

らといった理由で、都会の人に比べて情

報へアクセスするのに制限があったり、

100分の1のスピードでしか情報を得られ

なかったりするのはおかしいことです。そ

ういう意味では、当然われわれもそれら

を実現させていく構えなのです。

：地理的な問題もそうですが、たとえば

一部のお金持ちしかインターネットに接続

できないということではなくて、ユーティリ

ティーとしてしかるべき料金を設定してい

るというわけですね。
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孫社長：そうです。料金設定については

「他者よりも3割安ければ十分にお客さん

に訴えることができるはずです」という意

見が社内でも相当ありました。ほかにも

「あまりにも安いと、かえって『安かろう悪

かろう』と見られます」とか、「経営が成り

立たなくなり、あまりにもリスキーです」と

いう声もありました。しかし、そういう声に

対して僕は断固として納得しませんでし

た。なぜ、われわれがブロードバンドを始

めるのか、ましてやなぜ光ファイバーでは

なくADSLで展開するのかをよく考えてほ

しいと。それは、どこの家庭にもメタル回

線はつながっているので、一部の人だけ

に限らずに、すべての国民にサービスを

提供できるはずだからです。しかも、これ

までの100倍のスピードで情報を得られる

機会を、安価な料金で提供しようとするこ

ころざしや思想がなければ意味を成さな

いことを唱えたわけです。

：そうすると、事業が成り立つかどうか

が先にあったわけではなくて、まずユーザ

ーがどういう料金ならば受け入れてくれる

かを先に考えたわけですか。

孫社長：そのとおり、逆算していきました。

たとえば、ナローバンドのIP電話は世界

中にありましたが、ブロードバンドのIP電

話はわれわれが最初に、しかも圧倒的な

安さで開始しました。基本的な考え方は

こうです。われわれがIP電話を提供する

と、通話料がそれまでだいたい4,000円ぐ

らいかかっていたものが1,000円ぐらいに

なって、3,000円のコストダウンとなります。

一方で、われわれのADSLの基本サービ

スとモデムのレンタル料金を足すと3,000円

ぐらいです。つまり電話代にかかっていた

3,000円で、われわれのブロードバンドサ

ービスが利用できるのです。音声だけ利

用している人から見てもブロードバンドサ

ービスを断る理由がないという価格はい

くらなんだろうというところから逆算したわ

けです。

：従来の事業者ですとコストを積み上

げて料金を設定していく考え方が主流だ

と思いますが、それとはまったく違う発想

だということですね。

孫社長：ユーザー側に立って考えました。

機能面についても、他社のように単純に

ハイスピード接続を狙ったわけではありま

せん。電子メールやウェブサイトがこれま

でよりも速く見られるだけでは意味がない

のです。それですと、お客さんから得られ

る収入というのは、基本的に回線料とISP

料金だけになってしまいます。わかりやす

く言えば、従来のナローバンドのコンテン

ツは無料でした。その結果、接続料と広

告のたった2つしかビジネスモデルの収入

源がなかったのです。広告市場は最大に

見積もっても6兆円でしょう。そのうち、イ

ンターネット広告はせいぜい数千億円で

す。そこから徐々に広げても最大狙えて1

兆円の市場だと思います。

僕が狙っているのはその市場ではありま

せん。アナログ世界の情報産業は、全部で

ハードウェアが20兆円、ソフトウェアとサー

ビスが30兆円の合計50兆円の市場があり

ます。通信市場を見ると、音声や専用線な

ど通信が17兆円、広告がトータルで6兆円、

新聞や雑誌が4.5兆円、映画や音楽、ゲー

ムが3.5兆円で、これを合計すると31兆円

あります。この31兆円の市場をターゲットに

しているのです。
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インターネット白書の「個人の利用実態」で「契約しているADSLサービス」は、NTTのフレッツ・ADSLとYahoo! BBがほぼ同率で並んだ。合計で6割のシェアを抑えている。孫社長
は「NTTの歴史上でシェアが5割を切ったサービスは初めてではないだろうか」と語った。IP電話では、BBフォンが独走して他社は大きく水をあけられている。なお、ここで示した3つの
統計は比較的積極的にインターネットを利用しているアクティブユーザーを対象に調査した。

契約しているADSLサービス事業者 現在利用しているIP電話サービス会社

IP電話の利用有無
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そのためには高速インターネットだけで

はなくて、完全な動画がDVD並みの画質

あるいはハイビジョン並みの画質で見られ

たり、音声についてもNTTのアナログ電話

と同等かそれ以上の能力があったりしない

とだめなのです。IP電話の使い勝手につ

いても、30桁の番号を押したりマウスで番

号をクリックしたりするのはまったくのナン

センスで、ユーザーはいっさい意識せずに

従来の電話機で従来どおりに使えないとい

けません。どこか、発信や着信できない場

所があるのもいけません。使い勝手が変わ

らずに、料金だけが安くならなければ意味

がないのです。繰り返しますが、そうした

ことを実行するために、フルIPネットワーク

を構築したのです。ATMでは実現不可能

なのです。ただし、世界で初めてのことだ

ったので、最初の半年間はいろいろと問題

がありました。そのために、いま思い出し

ても嫌になるぐらいに、お客さんをお待た

せするという苦しい経験をしました。

：こころざしはすばらしいと思いますが、

逆に革命的すぎて長期的に見て他社が

ついてこれない1人勝ちの状況になり、結

局は競争がなくなってしまったり、通信業

界自体がビジネスとして成り立たなくなっ

たりすることはありませんか。

孫社長：それぐらいになれればいいです

が（笑）。NTTグループを見てください。

全体で年間1,150億円もの広告宣伝費を

使っています。どんなに革新的で先進的

な技術を用いてコストパフォーマンスの高

いサービスがあっても、人気タレントを使

って年中テレビ宣伝していると、そっちの

ほうが立派な会社だと心の底から信じ込

む人が世間一般には何割かいるのです。

NTTは、電電公社の時代なども含めると

100年の歴史があります。そしてもともとは

国のお金で作られた会社です。ですから、

管路も電柱も局舎も優先的に事実上ほぼ

独占的に使える時代が何十年もありまし

た。現状でもあきらかに他社よりも有利な

点が山ほどあります。そして、なんと言っ

てもグループで1兆円の利益があるので

す。「我が社も苦しいんだ」とおっしゃいま

すが、僕から言わせれば贅沢な悩みだと

思います。

：競争は巻き起こしたが、まだまだ業界

に対してチャレンジしたり、ブレイクしたり

しなければいけないことはたくさんあると

いうことですね。

孫社長：ほんとうにそう思いますよ。だっ

て、日本のインターネットが遅れてしまった

のは誰のせいだと。わかりやすく言えば1

社のせいでしょう。そこが高い料金を取

っていたのです。そこが遅いインターネッ

トを提供していたのです。アメリカなんか

はね、基本料金は取るけれどもローカルコ

ールは無料で無制限でしょう。だからイン

ターネットに何時間もつなげられるわけで

すよ。ナローバンドすら常時接続です。日

本ではなんでせせこましく5分単位でイン

ターネット接続を切らなければならないの

ですか。

NTTの分割なんてあれは嘘じゃないで

すか。東と西とNTT Com、NTT-MEと

いろいろあるけれども、全部1つの持株会

社の下にあって、和田社長がコントロール

している状態ですよね。しかも、東西でブ

ランドも統一しているし、サービス名称だっ

て「フレッツ」で統一されています。これの

どこに競争がありますか。インターネット白

書にしたって、本来は別々に数えなければ

いけないNTT東日本と西日本を足して数

字を出すわけでしょ。なんで足すのかと言

えば、やっぱり世の中の常識としてあれは

分割されていないんですよ。実態としては、

独占状態のままにあって、まさに独占禁止

法違反を見逃している状態なのですよ。

：まだまだNTTは強い力があって、望

むような競争状態にはなっていないとい

うことですか。

孫社長：こんなことは、アメリカではあり得

ない話です。もともとは全部1つのAT&T

という会社でしたが、現在はAT&Tとベ

ルアトランティック、ベルサウス、ベライゾン

とまったく違う別の会社名とブランドを使

っているでしょう。ベライゾンなんか僕は

最初、何の会社かよく知らなかったぐらい

です。資本も人事も分離して、まさに本当

の競争を繰り広げているわけです。

日本では、こうした状況にはあきらかに

ありません。片方は苦しいと言いながら連

結で1兆円の利益を出していて、片やわれ

われは1,000億円もの過去最高の赤字を出

しているわけですよ。まして、彼らは特権だ

らけじゃないですか。7万円強の電話加入

権も返さないと言っているし。ゴルフの会

員権だって返さないと石を投げられますよ

（笑）。加入権を返さないという前提で国民

はみんな最初にお金を払ったのですか。

なんでみんな黙っているのでしょう。

：通信業界にかぎらず、価格破壊など

のチャレンジをして市場を変えていく新興

企業などはこれまでにもありましたが、そ

れが長期的に成功した例というのはあま

りないと思うのですが。

孫社長：それは、アンフェアな状態が完全

に解かれてはいないということでしょう。

アメリカでは、AT&Tを分割して競争を生

み出した結果、通信料金が世界一安いレ

ベルに下がり、そのおかげでさまざまな

ITの世界が開花していったわけです。イ

ンフラというのは本当に国民のためを思

って競争状態にして、初めてその国のア

プリケーションやコンテンツが栄えていくと

いうことだと思うんですよね。

それで、僕らがチャレンジするまでは、日

本の通信コストは高くてあたりまえだった。

ずっとこの100年間そう言い続けてこられ

て、それをみんな信じてきたのです。そう

でしょう。いまだに通信接続料金は先進国

の中でも世界一高いのですよ。そして、こ

れをさらに値上げしようという動きまで出

て、高い通信接続料金をいまだに正当化し

ようとする会社があって、議員がいて、役所

があるのです。

この一方で、われわれのチャレンジによ

って、ブロードバンドは世界一安くスピード

も世界一になりました。世界一通信接続料

が高い国と、世界一ブロードバンドが安く

て速い国が、同じ国に同居しているのです

よ。この極端な差は何なのでしょうか。当
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然、前者はいまだに事実上独占されたまま

の状態のためで、後者は競争が始まったか

ら安く速くなったのです。本当は通信接続

料の世界も競争を起こさなければいけな

いのです。ましてや、NTTの光ファイバー

を今度は指定電気通信設備から外して、ほ

かには貸さないという企みまで出てきた。

これは衆議院でいったん流れましたが、参

議院では通過しちゃったんですよ。なんで

通ったのかと調べてみると、これを提案し

た議員も受けた議員も、どちらも元NTTの

社員だったんです。なんか間違っていませ

んか。僕らはフェア以上のことは何も求め

てはいないのです。補助金をくれなんてこ

とも、われわれだけを有利にしてくれとも言

ったことはありません。とにかくフェアにし

てくれと。

：話を少し変えて事業の内容について

お聞きします。ADSLのサービスを展開し

ていますが、これを中間的な技術ではな

いかという声があります。ユーティリティー

としてのインターネットあるいは通信アク

セスということと、ユーザーの需要との兼

ね合いを考えた場合に光ファイバーサー

ビスをどのように捉えていますか。

孫社長：まず、実態としてはわれわれの

ADSLサービスの平均ユーザーで、アメリ

カの平均速度の20倍、韓国の3倍となっ

ています。全世界的に見ると、コンテンツ

を提供する側は、やはり断トツに進んだス

ピードに合わせて提供するわけではあり

ません。言ってみれば、ハイビジョンのテ

レビ受像機の普及率が全世界の仮に1割

で、ほかの9割がハイビジョンではないと

すると、通常民間放送は9割の家庭からク

レームを受けないようなフォーマットでコン

テンツを作るわけですよね。

このように、いまの実態からするとADSL

では見られないコンテンツ、光ファイバーで

ないと楽しめないコンテンツというのは事

実上ないんです。もっともリッチコンテンツ

であるハイビジョンですら2Mbpsあれば十

分表現できますし、さらに新しい圧縮技術

を使うと1Mbpsでハイビジョン並みの画質

が出せるようになります。そうなれば、地球

上にハイビジョン以上のリッチコンテンツが

ない中で、1Mbps、2Mbpsのスピードが出

れば十分ということなのです。7月中旬には

26MbpsのADSLも始まります。もちろん距

離によって速度は落ちますが、平均のユー

ザーで5～10Mbps出せるというのが実態

としてあるのです。これが第一点。

次にNTTさんが光で「100Mbps」と宣伝

しています。また、ADSLが距離によってス

ピードが落ちるので、スピードに関して不当

表示だという議論が世の中にはあります

が、NTTさんの光ファイバーはもっと不当

表示なんですね。Bフレッツファミリーで

100Mbpsでたなんてユーザーを僕は見た

ことがないし、せいぜい20～30Mbps。最

近は平均で10Mbpsを切るような状態にも

なっています。それはなぜか。1 本

100Mbpsの光ファイバーを最大64分割して

いるからです。64人が同時に使ったら

1.5Mbpsになってしまいますよね。そうする

と何のことはない、CATVと同じ状態にな

るわけです。40Mbpsのスピードが出ます

と言っても、そこに1000世帯がぶら下がれ

ば、実効速度は300kbpsになってしまいま

す。それと同様に、光ファイバーと言えども

最初はまばらにしかお客さんはつながって

いないからそれなりの速さが出ますが、人

気が出てきてお客さんが増えてくれば結局

は最大64分割されてしまうではないかと。

そうした足回りの問題があります。

さらに、上流のバックボーンの問題。こ

れもあちらさんはATMで相当混雑した状

態にあります。ですから、夜の忙しい時間

帯になると実はスピードが光ファイバーと言

えどもADSLよりもスピードが出ないという

状態が起き始めているのです。

：ADSLでも光ファイバーでも実効速度

が重視されるというわけですね。

孫社長：大事なことはエンドユーザーが

実効速度でどのくらい出ているかというこ

とです。もっと大事なことは、そのうえでど

んなコンテンツが楽しめるかということで

す。この日本では10年ぐらい前から長らく

光信仰があって、「ISDNの次は光だ光だ」

とプロパガンダがありました。われわれが

ADSLを口にするたびに「なんでそんなこ

とをやるのか」と。NTTの中ですら

ADSLはだめだと言う話がずっとあったの

に、われわれがやり出したら彼らもこれは

大変だということで急遽戦略を変更し、

ADSLにも力を入れだしたという状態で

すよね。

ADSLは専用線状態で使えますからね。

そうした点と、あとはむしろバックボーンが

大事だと思います。だからわれわれはこだ

わって、フルIPでやっています。それから

マルチキャストを実現させるとか、IP電話

を実現させるとかね。そもそもわれわれが

垂直統合型の設計にしたのはクオリティー

にこだわったからです。

：そうすると、ユーザーがやりたいこと、

もしくはいまあるコンテンツのクオリティ

ーが実現できるもっとも安価な方法として

ADSLを採用しているということですか。

孫社長：適材適所ということですね。だか

らわれわれも法人には光ファイバーをどん

どん提供しています。いま千何百社という

法人が利用していますし、それは64分割

するなどといったものではなく、フルに
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100Mbps近いスピードが出る形で提供し

ています。また、マンションなどもある程度

これからやっていきますが、少なくとも1家

庭でね、しかも1家庭で占有して使えるよ

うな環境では26MbpsのADSLで十分お

つりがくるスピードだと考えます。実際、僕

自身ですね、今日現在でYahoo! BBの

12MbpsのADSLと、100Mbpsの光ファイ

バーとを両方毎日使っていますが、体感速

度はまったく一緒です。

：光ファイバーとADSLを考えるときに、

単純にバンド幅の問題だけではなくて対

称か非対称かという点、つまり上り側の

需要があった場合はADSLでいいのかと

いう議論がありますが。

孫社長：自宅にサーバーを立てて、世界

中に自分の顔を見せたいという人や、コン

テンツをバンバン配信したいという人は、

それは法人としてサービスを受けたり、そ

れこそ光ファイバーでやればいいでしょう。

技術を否定するものではけっしてありませ

んが、これも適材適所です。普通は自分

がそんなに大量にハイビジョンのコンテン

ツを配信したいというのではなく、そうし

たコンテンツを見たいという人がほとんど

だと思います。ハイビジョンレベルのコン

テンツを配信したいという人は1000人に1

人ぐらいの割合でしかないでしょう。

：もう1点、ADSLをめぐってはスペクト

ル管理問題でいろいろな議論があったと

思います。一見では技術論に見えがちで

すが、あれはものの決め方の議論だった

のではないかという意見もありますが。

孫社長：まったくそのとおりです。われわ

れが世界標準のAnnex Aの新技術でチ

ャレンジしていったのに対して、われわれ

以外のADSL事業者さんはAnnex C、つ

まりNTTさんが採用した技術にみんな右

に倣えで、すべてが1.5Mbps。つまり

NTTが決めたものは日本標準で、NTTが

NTTの研究所で実験したものを総務省ま

で含めてそのまま全部受け入れる。各通

信機器メーカーもNTTが書いたスペック

に合わせて機器を生産する。こんな状態

がずっと何十年も続いていて、それで本当

に技術革新があるのかと。そこにAnnex

Aで、あるいはフルオーバーラップでと言

いだせば、われわれのはもう接続させな

いみたいなね、接続料を10倍に引き上げ

るような話をドーンと突然出したわけでし

ょう。でも、それに従わなければ約款まで

を含めて接続料金を上げてしまうような話

を堂 と々出されるわけです。いままでみん

な長いものに巻かれてきたわけです。

だいたい、NTTドコモさんの携帯電話

のスペックもそうですよ。日本独自仕様のた

めに、世界でつながらないでしょう。端末

も世界一高くなってしまうわけです。一方で

韓国のサムスンなんかは世界スペックで出

しているから韓国で発売するのと同時に海

外でも発売できるのです。そのために、ボ

リュームが大きくなり、コストが下がるので

安くなるわけですよ。その結果、日本のどの

メーカーよりもサムスンは強くなったではあ

りませんか。日本でしか通用しないものを

作っても、世界からは取り残されます。本

当にこれでいいのでしょうか。

：国内での参入障壁が、日本の国際競

争力までも奪っているということですね。

孫社長：交換機のスペックだってそうなの

です。加入電話ネットワークを制御するた

めの通信規約群「Signaling System No.7」

（SS7）は世界標準のプロトコル手順がある

のに、日本だけNTTの独自スペックで、ま

さに参入障壁なのです。

民も官も国際競争を避けてるようなこと

を平気で行っているのです。「日本国民よ目

覚めよー、本当にそれでいいのかー」と声

を大にして言いたいですね。こうした結果

が世界一高い通信料金になっているので

すから。そして、誰も異を唱えてこなかっ

たのですよ。誰かが、ドンキホーテでもい

いからダースベーダーに支配された国でい

いのかと、スターウォーズを仕掛けなけれ

ばいけない。僕は生まれながらにして「損

しても正義」なのです（笑）。物心ついたと

きから常に「これは正義か不正義か」と自ら

に問うてきました。国民が目覚めていない

だけではないかと、やれば世界一安くて速

くなったじゃないかと。そうしたチャレンジ

精神を持ち込むことが大事で、そうしない

と革命なんか起こらないのです。

：次はどうしたことにチャレンジしようと

考えていますか。

孫社長：まだ未発表のことに関してわれ

われはコメントしない主義ですが、やはり

新しい技術やサービスを次から次へと出

していきたいと思っています。「電子立国

ニッポン」と言われて、かつての日本は輝

いていました。いま日本では世界に誇れる

ものがいくつあるんでしょうか。しかし、

現在はブロードバンドでは間違いなく世界

一安くて速くなったのです。また、世界初

のIP電話やIP放送など、続 と々「世界一」

や「世界初」という言葉が復活しています。

この火を絶やしてはならんのです。本当

に命を捨てる覚悟で臨めば天下が動くこ

ともまれにあるのです。
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